
二
〇

一
八
年

三
月

発
行

佛
教
史
研
究
第
五
六
号
抜
刷

同

曰中
西
直
樹『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』
三
人
社
、
一６

王
ハ缶

大

澤

広

嗣



『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』

一
〇
六

同

曰

中
西
直
樹『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』
二
人
社
、
一６

互
ハ缶

大

澤

広

は

じ

め

に

本
書
は
、
か
つ
て
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
、
官
公
署
や
宗
派
発
行
の
資
料
、
そ
れ

に
仏
教
系
の
新
聞
と
雑
誌
か
ら
多
数
の
記
事
を
駆
使
し
て
、
横
断
的
に
各
宗
派
の
実
態
を
論
じ
た
成
果
で
あ
る
。

本
書
の
著
者
は
、
か
ね
て
か
ら
、
日
本
仏
教
の
海
外
進
出
に
関
す
る

一
次
資
料
の
復
刻
編
集
を
進
め
て
お
り
、
『仏
教
海
外
開
教
史
資

料
集
成
』
（
ハ
ワ
イ
編

〈全
六
巻
〉、
北
米
編

〈全
六
巻
〉、
南
米
編

〈全
三
巻
〉、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
）、
『仏
教
植
民

地
布
教
史
資
料
集
成
』
（朝
鮮
編

〈全
七
巻
〉、
台
湾
編

〈全
六
巻
〉、
満
州

・
諸
地
域
編

〈全
八
巻
〉、
三
人
社
、
二
〇

一
三
～
二
〇

一
七

年
）
が
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
。

後
者
の
復
刻
で
収
集
し
た
資
料
を
中
心
に
研
究
し
た
成
果
が
、
『植
民
地
朝
鮮
と
日
本
仏
教
』
Ｔ
一人
社
、
二
〇

一
三
年
）
で
あ
り
、
本

書
は
そ
の
続
編
に
あ
た
る
。

本
評
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
近
現
代
台
湾
の
歴
史
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
。
台
湾
は
、
日
清
戦
争
後
の
講
和
に
よ
り
、　
一
八
九
五
年

嗣



に
清
国
か
ら
割
譲
さ
れ
て
、
日
本
の
領
土
と
な
る
。
そ
の
後
、
日
本
は
半
世
紀
に
わ
た
る
統
治
を
行
い
、
日
本
の
南
洋
進
出
の
拠
点
と
な

っ
た
。　
一
九
四
五
年
の
敗
戦
後
は
、
中
華
民
国
が
接
収
し
た
が
、
中
国
共
産
党
と
の
内
戦
に
敗
れ
て
、　
一
九
四
九
年
に
大
陸
で
中
華
人
民

共
和
国
が
成
立
す
る
と
、
国
民
党
政
権
は
台
湾
に
移
駐
し
た
。　
一
九
五

一
年
に
調
印
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
、
台
湾
を

含
む
日
本
の
海
外
領
土
の
放
棄
が
法
的
に
明
記
さ
れ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
以
降
は
東
西
冷
戦
の
時
代
で
あ
り
、
西
側
諸
国
は
、
台
湾
に
あ
る
中
華
民
国
の
国
民
党
政
権
が
、
中
国
を
代
表
す
る
政

府
と
し
た
。
し
か
し
国
際
連
合
の
常
任
理
事
国
問
題
に
よ
り
、
台
湾
は

一
九
七

一
年
に
国
連
を
脱
退
し
た
。
多
く
の
国
々
が
中
華
人
民
共

和
国
と
国
交
を
結
ぶ
と
、
台
湾
は
日
本
を
含
む
諸
国
と
の
国
交
断
行
に
踏
み
切

っ
た
。

台
湾
の
総
統
は
大
陸
出
身
の
外
省
人
で
あ
っ
た
が
、　
一
九
八
八
年
に
台
湾
出
身
の
本
省
人
で
あ
る
李
登
輝
が
、
総
統

へ
就
任
し
て
以
降

は
、
台
湾
で
民
主
化
が
進
ん
だ
。
学
問
分
野
で
は
日
本
時
代
を
含
め
た
台
湾
の
歴
史
を
研
究
す
る
風
潮
が
醸
成
さ
れ
、
仏
教
史
に
つ
い
て

は
植
民
地
時
代
の
日
本
仏
教
の
研
究
が
進
み
、
二

一
世
紀
以
降
は

一
次
資
料
の
公
開
と
電
子
化
が
著
し
い
。

そ
の
間
、
日
本
で
は
、
台
湾
の
中
華
民
国
と
の
国
交
が
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
貿
易
や
観
光
な
ど
の
実
務
的
な
事
務
の
必
要
か
ら
、

財
団
法
人
交
流
協
会

（現
、
公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会
）
が
設
置
さ
れ
、
現
地
事
務
所
は
在
外
公
館
に
準
じ
た
活
動
を
担

っ
て

き
た
。

こ
の
よ
う
に
台
湾
を
論
じ
る
こ
と
は
、
単
な
る
特
定
の
領
域
を
対
象
と
し
た
地
域
研
究
に
留
ま
ら
な
い
。
近
現
代
の
世
界
史
に
通
じ
る
重
要

な
問
題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
仏
教
史
や
台
湾
史
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
領
域
の
研
究
者
も
目
を
通
す
べ
き
成
果
で
あ
ろ
う
。

一
一　
資
料
集
成
と
本
書

の
構
成

本
書
は
、
前
述
し
た
資
料
集
成
と
相
互
関
係
に
あ
る
。
本
書
の
理
解
の
便
宜
の
た
め
、
ま
ず
構
成
を
紹
介
す
る
。
収
録
資
料
の
個
別
名

『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』

称
は
省
略
し
た
。

『仏
教
植
民
地
布
教
史
資
料
集
成

〈台
湾
編
ご

（三
人
社
、
二
〇

一
五
～
二
〇

一
六
年
）
構
成

第

一
巻
　
台
湾
総
督
府
刊
行
資
料

第
二
巻
　
台
湾
布
教
の
概
要

第
二
巻
　
曹
洞
宗

・
臨
済
宗
の
動
向

第
四
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
動
向

（
一
）

第
五
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
動
向

（二
）

第
六
巻
　
真
宗
大
谷
派

・
浄
土
宗

・
真
言
宗
の
動
向

同
書
は
、
日
本
の
台
湾
布
教
に
関
す
る
主
要
な
資
料
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
原
本
を
ま
と
め
て
収
集
し
て
い
る
図
書
館
や

機
関
は
皆
無
で
あ
る
。
特
に
仏
教
系
の
新
聞
や
雑
誌
は
、
仏
教
史
の
予
備
知
識
が
な
い
と
資
料
の
接
近
が
容
易
で
は
な
い
た
め
、
本
集
成

の
刊
行
に
よ
り
初
学
者
か
ら
仏
教
史
以
外
の
研
究
者
ま
で
、
資
料
閲
覧
の
便
宜
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
書
評
を
行
う
本
書
の
構
成
を
紹
介
し
た
い
。
章
と
節
の
み
表
示
し
て
、
各
項
は
省
略
し
た
。

『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』
Ｔ
一人
社
）
構
成

序
　
立早
　
日
本
仏
教
の
台
湾
布
教
概
史

（
一　

本
書
刊
行
の
意
図
／
二
　
台
湾
布
教
を
取
り
巻
く
環
境
／
三
　
時
代
区
分
と
そ
の
概

要
）

第

一
章
　
従
軍
布
教
か
ら
占
領
地
布
教

へ

（
一　

日
清
戦
争
と
従
軍
布
教
／
二
　
台
湾
戦
線
と
従
軍
布
教
／
三
　
本
願
寺
派
と
曹
洞

一
〇
八



宗
の
占
領
地
布
教
／
四
　
諸
宗
派
の
布
教
着
手
状
況
）

第
二
章
　
占
領
地
布
教
と
各
種
付
帯
事
業
の
展
開

（
一　
曹
洞
宗

・
本
願
寺
派

・
大
谷
派
の
布
教
／
二
　
諸
宗
派
の
布
教
／
三
　
日

本
語
学
校
の
経
営
状
況
／
四
　
各
種
付
帯
事
業
の
概
要
）

第
二
章
　
植
民
地
布
教

へ
の
転
換
と
布
教
停
滞

（
一　
占
領
地
布
教
の
実
情
／
二
　
台
湾
総
督
府
の
方
針
転
換
と
布
教
の
衰
退
／
三

寺
廟
末
寺
化
禁
止
後
の
各
宗
派
の
動
向
）

第
四
章
　
日
本
仏
教
の
南
清
進
出
の
背
景
と
布
教
実
態

（
一　

大
谷
派
内
部
事
情
と
南
清
進
出
の
経
緯
／
二
　
大
谷
派
南
清
布
教
の

展
開
／
三
　
臨
済
宗
南
清
進
出
と
総
督
府
の
支
援
／
四
　
本
願
寺
派
南
清
進
出
の
実
情
）

第
五
章
　
一
九
〇
〇
年
度
門
事
件
追
考

（
一　
先
行
研
究
の
検
討
／
二
　
夏
門
事
件
の
検
証
／
三
　
事
件
直
後
の
世
論
と
賠
償
請
求

問
題
／
四
　
世
論
の
推
移
と
大
谷
派
の
対
応
）

第
六
章
　
台
湾
仏
教
懐
柔
策
と
南
減
仏
教
会
の
設
立

（
一　

台
湾
総
督
府
の
宗
教
施
策
の
転
換
／
二
　
曹
洞
宗
と
台
湾
仏
教
中
学
林

／
三
　
臨
済
宗
と
鎮
南
学
林
／
四
　
諸
宗
教
の
布
教
動
向
／
五
　
南
減
仏
教
会
の
設
立
）

第
七
章
　
十
五
年
戦
争
下
の
皇
民
下
運
動
と
本
島
人
布
教

（
一　

満
州
事
変
後
の
宗
教
施
策
と
南
進
論
／
二
　
日
中
開
戦
後
の
公
葬

問
題
と
神
仏
対
立
／
三
　
総
督
府
宗
教
施
策
の
展
開
／
四
　
各
宗
派
本
島
人
布
教
の
活
発
化
）

附
　
立早
　
南
洋
布
教
の
概
要

（
一
　

マ
レ
ー
半
島
の
布
教
概
況
／
ニ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
布
教
概
況
／
三
　
南
洋
群
島
の
布
教
概

況
／
四
　
そ
の
他
の
地
域
の
布
教
概
況
）

〓
一　
各
章
の
要
点

冒
頭
の

「序
章
　
日
本
仏
教
の
台
湾
布
教
概
史
」
で
は
、
本
書
の
議
論
と
な
る
前
提
を
提
示
す
る
。
問
題
の
所
在
と
し
て
三
点
を
挙
げ

『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



『植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

て
い
る
。
第

一
に

「国
内
に
お
い
て
日
本
仏
教
の
抱
え
る
状
況
と
の
関
連
性
に
お
い
て
台
湾
布
教
の
あ
り
方
を
考
え
る
視
点
」
貧

二

頁
）
、
第
二
に

「台
湾
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
の
植
民
地
の
情
況
に
も
日
配
り
し
つ
つ
、
日
本
の
植
民
地
政
策
と
の
関
連
を
考
察
す
る

こ
と
」
（
一
三
頁
）、
第
二
に

「台
湾
旧
慣
宗
教
と
そ
の
関
係
者
や
現
地
の
人
々
の
日
本
仏
教

へ
の
反
応
」
（同
頁
）
で
あ
る
。

本
書
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
台
湾
で
の
植
民
地
政
策
を
踏
ま
え
て
、
日
本
仏
教
の
布
教
活
動
の
実
態
に
即
し
た
時
期
区
分
の
整
理
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
計
五
期
に
分
類
し
て
い
る
。

第

一
期

（従
軍
布
教

・
占
領
地
布
教
期
）

一
八
九
五

（明
治
二
八
）
～

一
九
〇
二

（明
治
三
五
）
年

第
二
期

（植
民
地
布
教
の
定
着
期
）
　

　

一
九
〇
二

（明
治
二
五
）
～

一
九

一
五

（大
正
四
）
年

第
二
期

（台
湾
仏
教
の
懐
柔
策
模
索
期
）

一
九

一
五

（大
正
四
）

～

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年

第
四
期

（台
湾
仏
教
の
懐
柔
策
展
開
期
）

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
～

一
九
三
五

（昭
和

一
〇
）
年

第
五
期

（皇
民
化
運
動
の
推
進
期
）
　

　

一
九
三
五

（昭
和

一
〇
）
～

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年

た
だ
し
、
著
者
が

「
お
お
む
ね
」
含
一〇
頁
）
と
断

っ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
派
や
地
域
に
よ
っ
て
は
、
年
次
に
前
後
が
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
正
確
に
時
期
が
区
分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
「布
教
の
あ
り
方
」
を
整
理
し
た
、
分
析
に
際
し
て
の
目
安
で
あ
る
。

続
い
て
、
各
章
に
お
け
る
要
点
を
取
り
上
げ
て
、
紹
介
し
た
い
。

「第

一
章
　
従
軍
布
教
か
ら
占
領
地
布
教

へ
」
で
は
、
日
清
戦
争
に
お
い
て
台
湾
に
派
遣
さ
れ
た
軍
隊
の
兵
士
に
対
す
る
布
教
活
動
を

経
て
、　
一
八
九
五
年
の
日
本
の
台
湾
領
有
化
か
ら
、　
一
九
〇
二
年
ま
で
に
抗
日
武
装
勢
力
に
よ
る
組
織
的
な
抵
抗
が
ほ
ぼ
制
圧
さ
れ
る
ま

で
の
時
期
を
対
象
に
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
通
常
の
意
味
で

「占
領
地
」
と
は
、
他
国
の
領
土
に
お
い
て
、
そ
の
行
政
権
を
停
止
し
て
、

自
国
の
軍
隊
が
駐
留
す
る
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
筆
者
は
占
領
地
の
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
清
国
か
ら
台
湾
が
領
土
と
し
て
割
譲
さ
れ

て
、
日
本
が
主
権
を
持

っ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
反
日
勢
力
が
活
動
し
て
植
民
地
行
政
が
十
分
に
施
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
て
、

「占
領
地
」
の
用
語
を
用
い
て
い
よ
う
。



「第
二
章
　
占
領
地
布
教
と
各
種
付
帯
事
業
の
展
開
」
で
は
、
各
宗
派
の
活
動
状
況
と
と
も
に
、
布
教
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

日
本
語
教
育
及
び
医
療
活
動
、
墓
地
運
営
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
布
教
に
関
連
し
た
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
民
心
の
安
定
が
図
ら
れ
、

統
治
の
形
態
が
占
領
か
ら
植
民

へ
と
移
行
し
て
い
く
様
子
を
論
じ
て
い
る
。

「第
二
章
　
植
民
地
布
教

へ
の
転
換
と
布
教
停
滞
」
で
は
、　
一
九
〇
二
年
に
植
民
地
会
社
で
あ
る
台
湾
製
糖
株
式
会
社
が
操
業
を
始
め

て
日
系
企
業
の
台
湾
進
出
が
本
格
化
し
て
、　
一
九

一
五
年
に
台
南
で
起
き
た
反
日
武
装
蜂
起
で
あ
る
西
来
庵
事
件

（タ
バ
ニ
ー
事
件
）
が

起
こ
る
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て
い
る
。
当
初
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
、
台
湾
在
来
の
宗
教
施
設

（仏
教
の
寺
院
、
道
教
の
廟
堂
な

ど
）
を
傘
下
に
収
め
る
働
き
か
け
を
行

っ
た
が
、
宗
派
間
の
獲
得
競
争
が
起
き
た
た
め
、
台
湾
総
督
府
が
末
寺
化
を
禁
止
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
布
教
活
動
の
停
滞
が
見
ら
れ
た
状
況
を
論
じ
て
い
る
。

「第
四
章
　
日
本
仏
教
の
南
清
進
出
の
背
景
と
布
教
実
態
」
で
は
、
台
湾
布
教
に
際
し
て
曹
洞
宗
に
出
遅
れ
た
真
宗
大
谷
派
が
、
活
路

を
見
出
す
た
め
台
湾
対
岸
の
福
建
省

へ
の
布
教
を
目
指
し
た
動
向
を
述
べ
て
い
る
。
台
湾
で
の
動
き
の
み
な
ら
ず
、
派
遣
の
主
体
と
な
っ

た
日
本
に
お
け
る
宗
派
の
内
部
事
情
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
行
わ
れ
て
、
同
じ
く
南
清
に
進
出
し
た
臨
済
宗
と
真
宗
本
願
寺
派
も
触
れ

て
い
る
。
な
お
福
建
省
は
、
台
湾
漢
民
族
の
先
祖
の
出
身
地
域
で
あ
り
、
文
化
と
民
族
が
ほ
ぼ
同
質
の
地
域
で
あ
る
。
日
本
は
台
湾
の
権

益
を
守
る
た
め
、　
一
八
九
八
年
に
清
国
と
の
間
で
、
福
建
省
を
日
本
以
外
の
第
二
国
に
割
譲
し
な
い
協
定
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

「第
五
章
　
一
九
〇
〇
年
度
門
事
件
追
考
」
で
は
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
が
租
借
地
と
し
た
福
建
省
の
夏
門
に
お
い
て
、
謀
略
に
よ
り

真
宗
大
谷
派
の
布
教
所
が
放
火
さ
れ
る
事
件
を
受
け
、
日
本
が
出
兵
し
た

「夏
門
事
件
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
か
ら
述
べ
て
い
る
。

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
資
料
を
基
に
検
証
を
行
い
、
日
本
国
内
の
世
論
の
対
応
、
真
宗
大
谷
派
に
よ
る
賠
償
請
求
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

「第
六
章
　
台
湾
仏
教
懐
柔
策
と
南
減
仏
教
会
の
設
立
」
で
は
、
西
来
庵
事
件
の
以
後
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派
と
台
湾
在
来
の
仏
教
徒

に
よ
る
連
携
が
模
索
さ
れ
て
、　
一
九
二

一
年
に

「南
減
仏
教
会
」
が
設
立
さ
れ
た
時
期
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
、
西
来
庵
事
件
を
経

て
、
台
湾
総
督
府
の
施
策
が
、
武
力
統
治
か
ら
文
化
統
治
に
転
換
し
た
こ
と
に
伴
い
、
宗
教
施
策
も
変
化
し
た
。
南
減
仏
教
会
と
は
、
台
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湾
総
督
府
の
主
導
で
在
来
仏
教
徒
を
統
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
仏
教
連
合
組
織
で
、
総
督
府
内
に
事
務
局
が
置
か
れ
た
。
植

民
地
朝
鮮
に
お
い
て
総
督
府
の
主
導
で
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
、
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
に
よ
る
教
育
事

業
も
扱

っ
て
い
る
。

「第
七
章
　
十
五
年
戦
争
下
の
皇
民
下
運
動
と
本
島
人
布
教
」
で
は
、
南
減
仏
教
会
の
組
織
後
、　
一
九
二
五
年
に
台
湾
施
政
四
十
周
年

記
念
事
業
で
あ
る
台
湾
仏
教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
て
台
湾
仏
教
徒
の
統
合
が
進
み
、　
一
九
二
七
年
の
日
中
戦
争
を
経
て
皇
民
化
運
動
が
本

格
化
し
て
い
く
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
台
湾
総
督
府
は
、
在
来
宗
教
は
不
干
渉
で
あ

っ
た
が
、
同
運
動
の
影
響
で
本
島

人

へ
の
布
教
が
活
発
化
し
て
、
旧
慣
宗
教
の
温
存
施
策
が
転
じ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

最
後
の

「附
章
　
南
洋
布
教
の
概
要
」
で
は
、
台
湾
が
日
本
の
南
方
進
出
の
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
に
住
む

日
本
人
に
布
教
を
行

っ
た
各
宗
派
僧
侶
の
動
向
を
述
べ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
地
域
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
の
マ
レ
ー
半
島
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

米
領
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
国
際
連
盟
か
ら
の
委
任
で
日
本
が
統
治
し
た
南
洋
群
島
な
ど
で
あ
る
。

四
　
本
書

の
意
義
と
課
題

本
書
の
意
義
は
、
植
民
地
台
湾
で
の
日
本
仏
教
の
布
教
形
態
に
つ
い
て
、
時
期
区
分
の
整
理
を
目
的
に
議
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
の
台
湾
布
教
に
つ
い
て
は
、
既
に
台
湾
側
で
複
数
の
単
著
が
公
表
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
側
で
は
幾
人
の
研
究
者
が
台
湾
布
教

の
論
文
を
発
表
し
て
き
た
も
の
の
、
単
著
の
公
表
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
回
、
著
者
が

一
冊
に
ま
と
め
て
、
台
湾
布
教
を
総
合
的
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
本
書
で
は
、
「宗
教
政
策
」
で
は
な
く

「宗
教
施
策
」
の
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
「政
策
」
の
語
彙
は
多
義
的

か
つ
拡
散
的
で
あ
り
、
厳
密
な
概
念
規
定
を
経
ず
に
分
析
を
行
う
と
、
政
策
の
作
り
手
と
受
け
手
の
相
互
関
係
を
見
逃
し
て
し
ま
う
。
し
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四

に
し
か
読
ま
れ
な
い
が
、
単
行
本
化
に
よ
り
広
く
読
者
を
獲
得
で
き
よ
う
。
著
者
の
立
場
を
勘
案
す
る
に
、
仏
教
史
以
外
の
隣
接
領
域
に

お
い
て
、
日
本
の
ア
ジ
ア
布
教
研
究
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
成
果
の
公
表
を
早
め
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
本
文
中
に
誤
字
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
将
来
の
改
訂
版
の
際
に
は
修
正
を
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、
植
民
地
の
経
済
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た

「台
湾
製
糖
株
式
会
社
」
は
、
複
数
の
箇
所
で

「台
湾
精
糖
株
式
会
社
」
と
誤
記
し
て
お
り
、
台
湾
を
扱
っ
た
本
書
に
お

い
て
配
慮
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
末
の
索
引
で
、
項
目

「え
」、
「
お
」、
「た
」
に
は
、
当
該
の
語
彙
が
出
て
く
る
本

文
中
の
頁
数
の
ほ
か
、
そ
の
項
目
が
あ
る
索
引
自
体
の
頁
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
な
編
集
誤
認
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
本
書
は
日
本
仏
教
の
台
湾
布
教
を

一
冊
に
ま
と
め
た
成
果
と
し
て
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
参
照
す
べ
き
主
要
な
先
行
研

究
で
あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
関
連
書
で
あ
る

『仏
教
植
民
地
布
教
史
資
料
集
成

〈台
湾
編
と

で
は
重
要
資
料
が
復
刻
さ
れ
、
本

書
で
は
仏
教
系
の
新
聞
と
雑
誌
か
ら
、
豊
富
か
つ
長
文
に
わ
た
っ
て
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
台
湾
布
教
研
究
に
際
し
て
、

時
代
区
分
の
分
析
概
念
及
び
参
照
す
べ
き
資
料
の
見
取
り
図
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
後
学
者
は
自
身
の
研
究
課
題
に
引
き
寄
せ
て
、
著

者
が
用
い
て
い
な
い
雑
誌
記
事
や
資
料
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
本
書
の
著
者

が
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
、
ア
ジ
ア
布
教
研
究
の
領
域
は
、
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

（所
属
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
専
門
職
、
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）


